
官民協議会の今後の進め方（案）

⚫ 年度内に「食品寄附等に関するガイドライン」第一版を作成し、その趣旨を本年度中に改定
予定の「食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針」に盛り込み、その後も、認定・認証
制度等の検討や積み残した課題について検討し、ガイドラインを必要に応じて改定すること
としてはどうか。

今後の想定される段取り
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⚫ ガイドラインを実効性あるものとするため、ガイドラインの考え方等に沿った形でのモデル事業を実施、
そのフィートバックを図りガイドライン案に反映する。（※モデル地域は事務局で選定）

⚫ 別途、DX分科会においても、「共通API等を用いた地域単位での食品寄附データ統合モデル事業」に
基づくモデル事業を実施予定。

⚫ 食品寄附等を進める上で特にカギとなる点（物流との連携、フードシェアリングビジネス等との連携、
企業版ふるさと納税の活用など）について、今後個別にヒアリングや調査等を行うことも検討する。

モデル事業など
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